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患者 1100万人（内女性患者 900万人）

その2

㈳�奈良県歯科医師会　出典「これからの口腔保健」記事提供

内
科
医
の
ア
プ
ロ
ー
チ

歯
科
医
の
ア
プ
ロ
ー
チ

糖尿病 歯周病糖尿病になると歯周病が悪化する

免疫機能低下・歯肉病血管障害結合組織代謝異常唾液
分泌低下を招く歯周病は糖尿病の６番目の合併症

歯周病に罹患していると血糖のコントロールが困難になる

歯周状態が悪化すると糖尿病を助長する食生活に陥りやすい

重度の歯周病になると歯周病炎症層から侵入する歯周病原性菌
に対する生体反応の結果、TNF-α等生理活性物質が算出され
インスリン抵抗性が惹起され、血糖コントロールが悪化する

ミネラル類・ビタミン類
食物繊維が摂取不足にな
り炭水化物の摂取が増加

噛みにくい
食品を避ける

歯の動揺・
損失

◦血糖値のコントロール
◦食事・運動指導
◦合併症防止の為の病診・診診連携

◦�糖尿病患者に対する各歯科医療機
関の役割明確化
◦専門歯科医と一般歯科医の連携

◦糖尿病と歯周病との関連性を理解する
◦糖尿病患者を歯科医院へ紹介する

◦歯科医院で行う生活習慣の指導の充実
◦口腔清掃を中心とした健康管理の評価
◦咀

そ
嚼
しゃく
機能の回復（通常の歯科治療）
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�ドライマウス 
患者急増中！

予備軍は 3000万人？
唾液が出にくく口の中まで乾いてしまう
ドライマウス「口が渇いて夜眠れない」
「ネバネバしてうまく喋れない」「食べ物
がうまく飲み込めない」などドライマウ
スの症状を訴える年配の患者さんが急
増中です！

●骨粗鬆症は女性ホルモンの激減する50 歳以降に多い
骨粗鬆症とは骨の形成と吸収のバランスが崩れることによって骨量が減少
し、骨の微細構造が脆弱化する病気です。

●全身の骨の状態は歯槽骨や歯と深い関係があります。
骨粗鬆症に罹患している人は歯槽骨の吸収も大きい
歯を失う人は全身の骨の骨密度も低下しやすい

●カルシウムが不足すると歯周病や歯の喪失にも影響します
カルシウムやビタミンＤの摂取量が歯周病リスクや歯の喪失に影響

カルシウムの食事摂取基準 600 〜700㎎／日（妊産婦は800 〜1200㎎／日）

●運動不足や過度の飲酒・喫煙もリスクファクターです
近年よく行われるようになってきたインプラント（人口歯根）も骨粗鬆症と
密接な関係があります。

口腔内の殺菌

ドライマウス

唾液の分泌量が減少して口の中が渇く

気管

歯周病原因菌が肺・気管支に
感染して肺炎を発症

口腔内の清掃によりリスク低減が可能
口腔ケアを定期的に

医科・歯科連携
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